
資料１  

重要文化財旧山邑家住宅 土地の追加指定について 

１ 指定の概要 

 (1) 名  称  旧山邑家住宅 土地 

 (2) 所 有 者  株式会社淀川製鋼所 

 (3) 所 在 地  兵庫県芦屋市山手町１７３番地他（住居表示：芦屋市山手町３－１０） 

 (4) 竣 工 年  大正１３年（１９２４年） 

 (5) 設 計 者  フランク・ロイド・ライト 

 (6) 内  容   ５,２２８．１８㎡（土地内の倉庫、階段、擁壁、石垣を含む） 

２ 特徴・評価 

 (1) 指定基準 

   意匠的に優秀なもの、歴史的価値の高いもの 

 (2) 評  価 

   国指定重要文化財旧山邑家住宅（ヨドコウ迎賓館）は、灘五郷の酒造家、八代目山邑太

左衛門が建てた別邸で、大正１３年（１９２４）年に竣工した。設計者は、近代建築の巨

匠として世界的に著名なアメリカ人建築家フランク・ロイド・ライトである。昭和４９年

（１９７４年）には、鉄筋コンクリート造の主屋が、ライトの建築の特質を表現し、日本

の近代建築史上重要な意義を持つとして、国指定重要文化財に指定されている。 

   なお、所有者である株式会社淀川製鋼所は、昭和２２年（１９４７年）に旧山邑家住宅

の土地及び建物を取得し、平成元年（１９８９年）よりヨドコウ迎賓館として一般公開し

ている。 

 今回、追加指定される旧山邑家住宅の土地（敷地）は、六甲山地から南へのびる、芦屋

川左岸の細長い丘陵上に位置する。敷地は、西南を崖とする丘陵の急な斜面地形を擁壁や

石垣で大きく三段に造成し、主屋は最上段に建つ。急峻な丘陵頂部への建物の配置は、建

築と自然の融和を目指したライト自身の構想により、特徴的な形状の敷地は建物と一体と

なって価値を形成していると評価する。 

   今後、主屋に加えて、敷地内の擁壁や石垣、階段なども含め保存を図る。 

３ 参考資料 

   https://www.city.ashiya.lg.jp/gakushuu/documents/yodoko_hakkutsu_shiryou.pdf 





位置図図１　位置図



図２ 国指定重要文化財の追加指定範囲

今回の追加指定範囲（土地） 

昭和 49 年の指定範囲（主屋） 



写真１ 近景（南東から） 

写真２ 主屋玄関へのアプローチ（北から） 



写真３ 倉庫の南に連なる階段と擁壁（南東から） 

写真４ 倉庫と階段（南東から） 


